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Hystory of Small Training Vessels Owned by Tokyo University of Mercantile Marine (Part 2)
Steam Launch YAYOI-MARU the First
and
Steam Launch YAYO卜MARU the Second
Takashi MORISHITA
Abstract
It was recorded in the Centennial Hystory of Tokyo University of Mercantile Marine that the first steam
launch YAYO卜MARU was used from her birthday 1893 to the Great Earthquake of 1923, but the author found
and described in this paper that the first YAYOI-MARU's life was 1893-1915 and the second steam launch


































































































































































































































































































































































































































(3)第4世の『やよい』 (1964年(昭和39) 1月31日竣工, 1980年(昭和55)廃船)については東京商船大学百年史
が詳述しているので略す。
(4)第5世の『やよい』 (1980年(昭和55) 3月10日竣工,現在に至る).写真2-13に本艇を示す。
船名　やよい.船質　FRP.総トン数　51.ll.長さ18.0m.幅　4.8m.深さ　2.2m.主機関　GM12V-71
N型高速舶用ディーゼル機関395Ps*2170rpm* 2機.航海速力16.60kt.製造所　石川島播磨重工業(株).最大
搭載人月　65名(学生62名,乗組貞3名)0
6.まとめ
東京商船大学百年史は明治,大正時代の小蒸気練習艇弥生丸(第1世)について1893年(明治26)に商船学校の
練習艇として建造され, 1923年(大正12)頃まで存在したとし,またその主要目などについての資料も現存してい
ないと述べている。しかるに筆者の上述の調査により,第1世の弥生丸は1893年の建造から大正5年版(1916)ま
での日本船名録に記載され,第2世の弥生丸は大正7年版から大正12年版の日本船名録に記載の期間存在したこ
とが判明した。また両艇に関する記事,写真,図面などの資料も発掘し,それらの資料をもとにして,第1世の
弥生丸および第2世の弥生丸の実在を証明した。
第1世の弥生丸の主要目は明治27年版の日本船名録から知ることができることがわかり,その船体図や写真も
商船学校校友会雑誌と商船学校一覧より発掘したので,本艇の船歴をほぼ明らかにすることができた。
第2世の小蒸気練習艇弥生丸の要目は大正7年版の日本船名録の記載項目以上のものを現在では知ることはで
きないが,商船学校校友会雑誌,商船学校一覧および商船学校写真帳に掲載された本艇の写真をもとにして,そ
のスケッチを措いた。商船学校校友会雑誌も商船学校一覧も本艇について不思議なほど一言も触れていない。本
艇の商船学校への導入については,海軍省よりの廃艇の保管転換を傍証によって推量し,本艇の保管転換に関す
る公文書などを探索しているが,いまだに兄いだすことができない。今後とも第2世の弥生九関係の文書や写真
写真2-13　第5世の「やよい」
(1 980-現役)
( 1 996年本学庶務課撮影)
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類の発掘によって本艇の素性をより鮮明にしたい。
この東京商船大学とその前身校の小型練習艇の船歴に関する調査中つねに筆者が感じていたことは,小型練習
艇の船歴に関する本校としての組織的な記録保存がなされていなかったことである。それは艇の使用簿保存上の
問題であって,廃艇になり使用簿保存期間が経過すれば,その使用簿は散逸したり,または廃棄される運命にあ
る。したがって,商船学校写真帳,本校の席上課程修了アルバムや商船学校校友会雑誌などに掲載されている明
治丸係船池にもやう小型練習艇の写真のうちで,素性不明の艇が多い。それらの素性を調査することは,姿と形
はあるが記録文書がないと言う点で,考古学に似ている。
わが国の主要な海運会社,とくに日本郵船株式会社は所属の航洋船から小蒸気船にいたるまでの諸船の所属し
た経緯から廃船にいたるまでの船歴についての記録をよく残している。また日本海軍の艦艇に関する残存する記
録も防衛庁によって保存され,一般の閲覧に提供されている。現在は,東京商船大学百周年記念資料館では,練
習艇だけでなく本学関係の過去の資料はいうに及ばず現在の資料の収集,整理や保存の作業が本学とともにその
卒業生などのボランティアの協力によって行われていることに感謝するとともに,その成果を期待したい。
末筆ながら本調査にご協力をいただいた日本郵船株式会社稲垣純男顧問をはじめ多くの方々にお礼を申し上げ
る。
